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熱帯 ･亜熱帯域に生息する造礁サンゴのうち､塊状のサンゴ(porites,

Montastreaなど)･はさまざまな環境情報を化学成分の変化として記録しな

がら骨格成長輪を形成することが知られている｡ この骨格成長輪に含ま

れる成分を.分析することによって､連続で最大数九00年の環境変化を復

元することができる｡またサンゴから得られる環境情報の解析は週～月

単位で可能であり､現存するあらゆる古環境情報ソース (icecore,

deeps.eased五menC,.γarvedsedimemt等)のなかで最も高時間分解能

であることが特徴である｡化学成分のうち､骨格の･酸素同位体組成 (

180/丑60)は海洋の水温と塩分の2つLに支配される｡塩分変化の少ない環

境 ･時間変化を解析する場合､酸素同位体比は水温指標の指標として育

効である｡また塩分変化がある環境 ･時間変化を解析する際には､水温

のみの指標 (骨格のS〟Ca,Mg/Ca)と組み合わせることによって､過去

の塩分変化を知ることができる｡本講演ではそのテス トケースとして､

沖縄本島具志頭海岸で採取された化石サンゴ (port-tessp.:5900year

BP.､7300yearBP.)の酸素同位体比とhIg/Ca,Sr/Caから古水温 ･古

塩分変化を解析する｡




